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I 研究の立場

(1 研究の歩み

本校家庭科では，平成15年度から 3年間， 家庭科における[思考力 -判断力・表現力

(=生活を工夫する力)Jの発達特性を洗い出し，学習内容の設定の研究をしてきた。その

結果，子どもたち自身がわかったことやできるようになったことを，実感しながら学習を

進めることができるようになった姿が見られた。また，教師も，目標とする子どもが「わ

かる ・できるj姿を明らかにし，それを実感できるような授業を展開することができた。

しかし研究を進める中で， 学習中に子どもたちが自分の家庭生活を工夫し続ける姿が見

られないときがあった。それは 自分の家庭生活で生かせるだけの自信がついていないた

めに学習したことが次の学習に生かされないときや よりよい家庭生活にするために自ら

学習を主体的に進めることができないときであった。このことから これまでの研究で培

ってきた「生活を工夫する力」ゃ「知識・理解 技能jを発揮させながら，自分の家庭生

活をよりよくしようとする工夫し続ける姿を見出していけるような研究の必要性を感じた。

そこで， 18年度からは，自分の家庭生活を工夫し続ける授業の創造を目指し，基本的な

考え方を明らかにしたり (1年次)，培いたい 一一

三つの力を確実に身に付け，設定した目指す姿

が表れるように，学習内容を見直したりして

( 2年次)，研究してきた。

昨年度までの研究から 自分の家庭生活を工

夫し続ける姿を見出し，その姿が表れるように

学習内容を見直したことで，子どもたちが， 家

庭生活に生かせる力 (三つの培いたい力)を実

感できる授業を展開するために，学習内容の要

件を見出すことができた。このことから，学習

して学んだことは自分の家庭生活とつながって | 、ささ二二工~ 導入

いることが分かつた。(図 1) 【図 1 家庭生活を工夫し続ける過程の様相】

[2 本年度の研究の方向 ) 

家庭科では，題材全体を通して自分の家庭生活とのかかわりを感じ，よりよい家庭生活

を求め続けて学習を展開していくことを目指している O このことを目指して研究した結果，

前の項で述べたような成果が得られた。しかし 培いたい三つの力のつながりだけでなく，

題材の導入期の家庭生活に関心を持つことからはじまり，終末期においても学んだことが

実践的な態度に表れるようにするためには ー題材学習中に 学ぶ意欲を持ち続けていく

ことが大事であることを課題として改めて感じた。

本校家庭科における学ぶ意欲とは，学習する中で，新しく学ぶ家庭生活の仕組みのよさ

や方法を学び，自分の家庭生活をよりよくしていこうとする力である。 この学ぶ意欲を身

に付けていくためには， I自分の家庭生活をよりよくしていこう D そのためには，新しく

学習する内容を自分の家庭生活に応じた工夫として生み出そう 。」とする意欲を高められ

るような授業を展開する必要がある O

先に出された小学校学習指導要領案 (h 20. 2. 5)においては 自立的に生きる基礎を

培うための指導の充実や，問題解決的な学習のより 一層の充実，学習と家庭との結びつき

を留意した学習内容を考慮することが求められている O このことは，子どもたちの学びが，

家庭生活とのつながりを大事にし 自分で生み出していけるようにしていきたいと考えて

G
d
 

n『
U

展開



家-2

いる本校家庭科の研究ともかかわりがあると考える O

以上のことか ら，家庭科では，これまでの研究を継続しながら見直した学習内容の確実

な定着を図るとともに， 自分の家庭生活を工夫し続ける姿をより見出すことができるよう

な学習指導の具体化を図ることとする。 学習内容や指導方法，つま り，学習指導の具体化

を図ることにし，本年度の研究テーマを以下のように設定した。

自分の家庭生活を工夫し続ける家庭科授業の創造血

~よりよい家庭生活を生み出す学習指導~

本研究においては これまで食生活関連学習 衣生活関連学習において研究を進めてき

た。 しかし，日頃の子どもたちの学習の様子を見てみると，住生活関連学習においては，

学習 したことを自分の家庭生活にどう置き換えて生かせばいいのか具体的なイメ ージを持

ちにくい様子が見られた。そのため，子どもにとって，学んだことと自分の家庭生活との

つながりの実感が薄く，自分の家庭生活を工夫し続ける姿へとつながりにくいという課題

が見られた。そこで今年度は 住生活関連学習について研究を進めていくことにする O

E 本年度の研究

[ 1 よりよい家庭生活を生み出すとは

子どもが自分の家庭生活を工夫し続けることができる学習を進めるためには，新しい学

習内容に出合った子どもが，自分の家庭生活で生かせるよつになりたいという思いの下，

比較，関係付けな どをして追求していく中で，工夫するよさや生かし方がわかることが大

切である O そして，生かし方がわかるだけでなく， よりよい家庭生活にするために，自分

の家庭生活に応じた工夫へと追求していくことで 子ども 一人一人の家庭生活に生かせる

力へとつながる O このように，子ども一人一人が自分の家庭生活へと生かすために学んで

いく意欲を高めることを 「よりよい家庭生活を生み出す」こととおく O

よりよい家庭生活を生み出すためには，学ぶ意欲を内面から支える基になる感覚がある

と捉える。この感覚は，子どもの学びの過程において，学びを味わう喜びゃ楽しさであり，

よりよい家庭生活を生み出そうとする原動力となる。 家庭科では，学ぶ意欲を支える感覚

を，表 lのように捉えた。この感覚を味わっているときに，子どもの学ぶ意欲は高まって

いくと考える O なお ここに挙げる感覚は，それぞれに単独で表れるものではなく，他の

感覚と複数になって表れると考える O よって各学習場面では，色濃く出る感覚はあるが，

それのみではない。さらに 各内容項目に応じて現れる感覚の順序は異なってくる O

【表 1 よりよい家庭生活を生み出す基になる感覚と味わっているとき】

よりよい家庭生活を生み出す基になる感覚 よりよい家魁活を生み出す基になる感覚を味わっているとき

自分の家庭生活の実態を受け止め，よりよくしてい』 「わたしの机の引き出しは， 1つしかない。その
うという必要感・・・.. . . . . . . . .・・・ア ような条件の中でもよい工夫がなし、かな。」
自分が追求する課題や解決方法が決定しゃれそうだと 「机の中の整理整とんの整理の仕方は，インタビ
感じる自己決定感・・.. . . . . . . . .・・・イ ューなどをして解決できそうだ。」
自分の課題を解決できた，やり遂げたという有能 「自分の机の中の整理整とんのこつを見付けら

感.. . . . . . . . . . . . . . . . . .・・・ウ れたぞ。」
分かるようになったり，できるようになったりした」 「図書館の本は，使用者の使いやすさという点か

とや，自分の家庭生活や次の時間に生かせると感じる ら整理されていることが分かった。」
という効力感・・・・.. . . . . . . . .・・・工 rooさんの整理整頓の工夫の仕方を自分も取

り入れられそうだ。」
自分の考えが，他者に受け入れられ.役立った，学び 「ぼくが追求した本棚の整理整頓の仕方をみん

合えたと感じるという有用感や受容感・・・・・・オ なに発表でき，分かってもらえてよかった。」

-100-



よりよい家庭生活を生み出すためには 生みだそうとする情意面(感心 ・意欲 -態度)

だけでは，十分培えるものではない。認知面(知識・理解 生活を工夫する力)や精神運

動面(技能)で培った工夫の仕方や工夫するよさとの関連にも着目していく必要がある O

第5学年の『すっきりぴかぴか大作戦Jでは，ただ， I掃除をしたい。jという思いだけで

は， 三つの培いたい力を身に付ける学習の高まりは十分でない。そこに，掃除の役割とい

った認知面や掃除の仕方といった精神運動面がかかわっていくこ とで 「やっぱり掃除を

した方がいいんだ。」というように，学びのよさを実感することができるo このように，

よりよい家庭生活を生み出す姿には，情意面だけでなく，認知面や精神運動面とかかわり

合つでいくことで よりよい家庭生活を生み出す力を十分に発揮することができる D

つまり，よりよい家庭生活を生み出すことは 先に挙げた感覚が原動力になって，三つ

の培いたい力とかかわりながら学ぶ意欲を高めることである O 今年度研究する住生活関連

学習に置き換えると，自ら進んで，自分の家庭生活から見出した住まい方に関する課題を

調べたり，住まい方の工夫の仕方やそのよさを話し合ったりする活動を通して，自分の家

庭生活に応じた住まい方の工夫を生み出すよさを味わうことである。 わたしたちが目指す

授業は，表 1に挙げた家庭生活を生み出す基になる感覚を味わわせ 家庭生活を工夫する

価値やよさを実感していく姿を 目指すことにする O

12 よりよい家庭生活を生み出す学習指導とは

よりよい家庭生活を生み出す学習指導とは，

子どもがよりよい家庭生活を生み出すために，

教師が考える手立てであり，学習内容と指導

方法が含まれる O

例えば，これま で取り 扱っていた第 6学年

の『夏を快適に過ごそう』では，子どもたち

は， I以前に学んだ『冬を快適に過ごそうJ
と季節が反対だから，調べた結果も全部反対

にすればよいだけなのだろう 。jと，調べる必

要性を感じていない子どもが多く，出合った

課題を解決したいという感覚が弱く ①，この

ことが家庭生活を生み出すことの低下を促し，

生活を工夫する力が発揮されない結果につな

がっていることが分かった。

そこで，追求の視点を 年間を通じた人の

住ま い方に視点、を移して追求させ，部屋に見

立てたモデルを使用し，実験する活動を多く取り入れた汽 この見直しから，快適な住まい

方を， 季節に応じて変化させる必要性や季節を問わず大事にすべき ことがあることに気付

くことができた③。そして，自分の家庭生活での実現でも季節に応じて変化すべきことと，

通して大事にすべきことを押さえて実践できる ようにな った九

このように， よりよい家庭生活を生み出す中で，培いたい力が達していない状態が見ら

れた時，不足している感覚を見出す。そして その感覚を味わえるような学習指導を設定

していくことで，培いたい力を身に付け 自分の家庭生活を工夫し続ける姿へとつなげる

ようにする O
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fNま住まい方を，準郷町芯じて変えるところと，

変えずに大剰とするところがあるんた』・・・@

{自分の家庭生活を工夫u附する艶

「季舗とは，異なるのかな。調べてみよう。J・・③

(よりよい家庭生活を生み出す婆)

見直した学習指導 ・・.. . . . . . . . .・②

・年聞を通じた住まい方 ・モデノレでの実験活動

【図 2 家庭生活を生み出す学習指導の例】



家-4

(3 よりよい家庭生活を生み出す学習指導の具体化

これまでの授業における子どもの姿から不足している状態を見取り，味わわせたい感覚

を明らかにして学習指導を見直していく O

(1) よりよい家庭生活を生み出す学習内容

本校家庭科では，住生活関連学習として 3題材を位置付けている O これまでの子ども

たちの様子から学習内容を見直し，自分の家庭生活を工夫し続ける姿を目指す。

第 5学年題材 【室温bよく:互活工工うr----:::::すっき一りぴかぴ五支化戦二..

身の回りの整理整頓や清掃を通し 快適に生活するよさや方法を学ぶ。

これまでの生活経験を

基にした子どもの様子

ム 整理整頓や清

掃のよさを実感

できず，活用す ト

る力が生かされ

ない。

前題材 《冬を快適に

過ごそう》 での子ど

もの様子

ム 自分の課題以

外の課題につい

て，深く理解で

きていない。

ム 明るさと冬の

生活をつなげに
くし、。

味わわせたい感覚 1))1職麻取~j援問献花i瓜

手入れする 手入れの役割

手順を工夫す やよさ，環境と家

るよさを感じ 庭生活とのつなが
る感覚・・ウ りについて気付

き，進んで手入れ

する ことができ

る。

味わわせたい感覚

住まい方を工夫す

る手順を味わう感

覚(明るさ) ・・ ウ

自分の家庭生活の

実態を受け止め，よ

りよくしていこう

とする感覚 ・・ ア

・ 手入れに込められ

た気持ちを感じる

感覚 ・・・・・・カ

腕蹴瑚!制貯tW羽
自分の家庭生

活の中から課題を

見付け，冬を'閃直

に生活する工夫の

よさや仕方が分か

り，自分の家庭生

活に生かすことが

できる。

学習内容 (太字は， 見直した学習内容)

O 意思決定に関する内容

物の購入や整理盤頓の判断をする。

O 技能を習得する内容

整理整頓をする。 ・ i清婦をする。

O 住生活問題を酬卒する内容

購入やごみ問題について考える。

O 家族との生活にかかわる内容

家族の使用目的を考える。

学習内容 (太字は，見直した学習内容)

O 意思に閲する内容

自分の家庭生活に応じた暖め方を選

択する。

O 住生活問題を理解する内容

明るさと|暖かさを関連付ける。

O 住生活用具の取扱い方を理解する内容

暖房器具の安全f，d吏い方を知る。

O 家族との生活にかかわる内容

冬における家族の過ごし方を家庭生

活に具現化する。

孟穿すよく生活しょーラEτ医通~1話ヲρラン~

環境を考慮した住まい方について住生活を中心に学ぶ。

前題材(僅を快適に 味わわせたい感覚 I~嚇蹄職域防n捌 学習内容(太字は，見直した学習内容)
過ごそう》 での子ど 手入れをする手順 自分の家庭生 O 意思決定に関する内容
もの様子 の楽しさが分かり z 活を総合的に捉 一年を通した住生活，衣生活，食生

味わう感覚 ・・・ イ ぇ，人が快適に生 以 活を調べる。
ム 冬の住まい 」 ・ 自分の家庭生活の 活するための工夫 O 技能を習得する内容
方の反対とい 実態を受け止め，よ を心理，健康，珠 心理，健康，環境に配慮した生活の
う意識があり， りよくしていこう 境の面から気付 円 住まい方を身に付ける。 (換気，明る
対比したり関 ..-司

とする感覚 ・・・ ア き， 自分の家庭主 さ，厄U盈し)
係付けたりす -手入れをする方法 活に生かすことが O 住生活問題を理解する内容
るなどの力が を家庭生活に応用 できる。 住まい方とエネルギー問題とのかか
発揮されない。 する喜びを味わう わりを関連付ける。
また追求意欲 感覚・ ・・・・ オ O 家族との生活にかかわる内容
が高まらない。 家族の生活の傑子と過ごし方を知る。

(2) よりよい家庭生活を生み出す指導方法

よりよい家庭生活を生み出すために，設定した学習内容を展開する中で，培いたい力

を発揮して感覚を味わわせることができるために，指導方法を工夫する必要があると考

102 
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える O そこで，よりよい家庭生活を生み出す指導方法は，表2のような基本的な考え方

を基に位置付ける。

【表 2 よりよい家庭生活を生み出す指導方法の基本的な考え方】

1M， 基本的な考え方

学習 [問題WI;決的な学習]

過程 家庭生活の中から課題を見出し， 追求し，家庭生活へと生かすという学習を積み重ねていくことが大事である。

子どもたちが， 「わかった」 「できた」としづ実感が持てるような授業を展開する。

学習 [課題別学習と学び合い]

活動 課題別学習のよさは，一人一人の「分かり たい。」としづ意欲に，より結びついてして。また，全員が追求する

事項と各自の家庭状況に応じて選択する事項 とに分けて学習を展開してし、く。

学習 [グループ，個人 一斉の形態]

形態 課題別追求では，同じ乱恒グノL戸ープで取り組ませる。他に，自分の家庭生活に置き換える活動では個人 他の人

-場 の課題との情報交換は，一斉学習の場を設ける。

桝 体 [板書，D)J言]
付謝~nl 子どもたちの学び合いが深まるように教師は，気付かせたい視点をしっかりと持てるよう な板番や助言を してい

くよう iこする。

評 [ 自 己評価と相互~~佃]
イ加 自由記述による評価 値 己評価)を用いるとともに，有用感や受容感を味わわせるための，実演によるパフォー|

方 マンス評価 (相互骨平価)や，自己決定感や効力感を味わわせるための，作品評価 (自己罰羽田)や作品を用いての情

f去 報交換によるパフォーマンス評価など、 Ci、目互評価)を取り入れたりする。

よりよい家庭生活を生み出すためには，こ れまでの指導方法を，I自分の家庭生活に生

かせることを実感し 生かすために自分の工夫を生み出すことができた喜びゃ楽 しさを味

わわせるJという 視点で指導方法を吟味する ことが大切であるO そのためには，味わわせ

たいと考える感覚が発揮される ように していく O 例えば，評価方法についての工夫は，以

下の ようにした。
r -ーーーーー一一 ーーーーーーー ーー ーー ーー ーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーー ーー ーーーー ーーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーー -----ーー ーーーーーーーーー

[振り返りカー ドによる評価 (自 己音刊面，相互評価)] 

有能感や効力感を味わわせるために，振り返りカードに学習から得たこと を記入 させる。
[表3 振り返りカードに記入する際の教師の助言]

過程 意欲 今日の学習で分かったこと
家庭での生かしみ

次の時間に学習すること

導入期 1 ~4 ~ ⑮ 分かっていることと分かっていない ⑮ 自分の家庭生活のどの場面から欄が見付かったか。
(必要感を での制

こと，できていることとできないこと。 ⑮ どんな方法で静題を解決で、きそうか。'/，心lこ)

展開期 1~4 ⑮ 翻追求からイ可が分かり z 何ができ ⑮ 自分の追求は，家庭生活で，いつどのように生かせ
(自己め混在鵠 までの

るようになったのか。 る方、
初惑を帆，{j 数値

⑮ と*んな方法で糊を追求で、きたのか。 ⑮ 今後の追求の方向性(変更も含む。)

終末期 1~4 ⑫ 他の繭追求から何が分かったか。 ⑮ 他の人の追求結果を，自分の家庭生活でどう生方吐
(効力感，有用 までの

友達のどんな意見絹湾 になったか。 そうか。
感，受叡惑を中 数値

⑮ 何が，どのようにできるようになっ ⑫ 分かったこととの中からどう実践するのか。心に)

たか。

{実演などによるパフォーマンス音判面 (相E評価)] 

有用感や受容感を高めるために，課題追求の結 果

を，実演などを交えて情報交換する活動を取り入れ

る。課題解決の内容や方法，学んだことを家庭生活に

生かす友達計画へのア ドバイスをする。

[作品評価 (自己評価)及び，作品を用いての情報交

換によるパフォーマンス音判面など(相互音判面)] 

自己決定感や効力感を高めるために，学習したこと

が作品にどう反映されているのかを見取る作品評価

や完成した作品を相互に観察 し，称賛やアド、パイスを

し合った りする。作品評価は，パフォーマンス評価 と

関連付けて音刊面することで¥ 総合的に評価できる。

ーーーー ーーーーー ーーーー ーーーー ーーー ーーーーーー ーーーー ーー ーーーーーーーーーーーー

【友達の作品について，アドJ¥イスをする活動】
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以上のような考え方を基に，指導方法の要件を表4のように表した。

自分の家庭生活の実態を受

け止め.よりよくしていこ

うという必要惑を中心に

-自分の家庭生活

を想起し，より

よくなりたい

という願いや

思いを持つ。

-それまでの家庭生活を振

り返り，こうありたいと

願う姿や知らなかった

ことに気付くことで課

題を明確にする活動

つかむ |・家庭生活から取| ・これまでの生活経験や既

り出した前子 | 習学習から予想して， 体

活動や生活経 | 験的な活動に取り 組む

験から課題を | 活動(試行活破。

持つ。

見通す -共通課題と個人 I. ~子活動の結果から，自
課題を立てる。| 分に必要な課題を見山

自分が追求する課題や解決

方法が決定しゃれそうだと

感じる自己決定感を中心に

す活動

.課題が適切均、確認する活動

.学級全体で解決すべき課

題と個人の課題を明確

・追求の見通しを | にする活動

持ち，家庭での I.課題解決の内容と

追求計画を立| を，見通しを持って計画

てる。 I する活動

追求する 家庭生活から解 |・同じ課題をもっ友達と追

分かるようになったり，で

きるようになったりしたこ

とや，自分の家庭生活や次

の附aに生かせると感じる

という効力感を中心に

-課題の解決方法

が分かる?________l

まとめる

作品の完成予調べ学習等におい

て，頑張って成し遂げたという

有能感，自分の考えを自分の家

庭乞舌や次の時間に生かせると

いう効力感を中心に

と自分の家庭

生活を結びつ

ける。

家庭生活を結

びつける。

米する活動

・自分の課題を解決するた

めに，家庭で調べてきた

工夫を確かめる試行活

動

-綴拠を明確にするために

調べる活動

-各グループの課題につい

ての追求結果を発表

合い，関連性などを話し

合う活動

-それぞれの課題が確かに

そうであるのか，確かめ

る活動

・共通課題を解

決する活動

-共通混解事

項引回人で

解決したこ

とを自分の家庭生活に

どのように生かせるか

計画する活動

・学習したことと，各家庭

で実践したことの共通

性や相違性を確認する

活動

-学習したことがどのよう

に役立ったのか振り返

る活動

る こと が

できるよ

うな場

E→ョ合併

-線題を見つ

けられる

ような住

空間の環

境

-自分の課題に気付けるような

家庭の生活事象について娠り

返らせる。(資料提示)

・顧し咋課題に気付けるよう

発問する。

U を奪誌、し在自主

-自分の家庭生活の

事象から気付きを

もてたのか，振り

返りカードで明確

にできる。(自由記

述)

・自分の家庭生活を

見つめた発言がで

きる。(観察)

-子どもたちができるように| ・誤託子活動を通して

なりたし¥Jr分かりたし、。」と | 分かっていること

明確に課題を持つために，子 | と分かっていない

どもたちの予想とズレが生じ| ことを明確にでき

るようなもの，疑問をもてる| たカ吃辰り返りカー

ような前子活動をさせる。 I ドで分かる。(自由

銅クント プ 記主)

・課題追求が |・共通課題と個人議題を設定す |・共通課題と自分の

できるよ | るために，試千育活動で気付b、| 家庭生活ならでは

うな場の | たことから全体での追求の必 | の必要な追求項目

設定 | 要性がある課題や発展的に扱 | を明確にできる。

解→三合併

う課題を分類させる。 自由昔日~，観察)

・追求時間，内容，

方法から見通しを

持つことができる

ようにする。(自由

記述，観察，対話)

・各課題解決 |・見通しをもった課題解決をさ |・自分の課題追求の

に必要な | せるために，なぜその課題を | 達成状況を把握

場(家庭の | 追米するのか，自分の家庭生 | し，その後の追求

様 子 に近 | 活にどう生かそうとしている | に見通しを持っこ

い場 Ir--!I で一-----.- のかを， I とができる。(自由

-各グノv-ープの
考えが視覚

的にわかる

板番

-解決策を確認

できる場

企μ

-家庭生活へ

の生かし

方が想起

できるよ

うな場

会長女→街

104-

考えさ | 香世，対話)

せる。

-追求したことの関連性などに

気付かせるために，各クザルー

プの発表から分かったこと，

つながっていると思うことな

ど聞き取らせる。

-各工夫が確かなものであると

いう実感をもつことができる

ように，確認の試行活動を取

り入れる。

-家庭生活への生かし方が分か

らない子どもには，導入の試

行活動からどんな謀題を家庭

でどう生かすために追求した

のかを思い出させる。

-自分たちが学習したことが確

かなものであり， 今後の家庭

生活に役立つことが実感でき

るようにするために，自分の

家庭で実践したことやそのと

きの様子などを発表させる。

-各グループの発表

から，分かったこ

とを関連付けた

り，自分たちの迫

求のよさを振り返

ったりすることが

できる。(パフォー

マンス，自由言民t
作品，観察)

-学習したことを自

分の家庭生活で確

かに実践する見通

しを立てることが

できる。(自由記

述)

・学習したことを自

分の家庭生活を結

びつけることが実

感できる。(作品，

自由言己主)
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E 授業プラン例

(全9時間)

気持ちよく生活しよう 11"-'冬を快適に過ごそう~

1 題材の目標

( 1 ) 冬という季節を快適に過ごすためにはどのような工夫があるか，手順や方法を調べて，進
んで身の回りを心地よく快適に整えようとすることができる。

(2) 冬を快適に過ごすための工夫の仕方を，必要な条件をそろえて比較したり，自分や家族の
健康と関連付けたり，自分の家庭生活に置き換えたりすることができる。

(3) 暖かさ，風通し，明るさなどの視点から，冬のくらしを快適Lこするための工夫の仕方が分
かる。

(4) 冬を快適に過ごすために追求した課題を自分の家庭生活に応じて具体化することができる。

4 指導計画 (1)みつめる ・つかむ ・見通す (2時間)

学習活動 活動の様子
冬の生活で生じる問題について話

冬になると電 J[ーングの jlし合う。 風邪をひきやすい。
学習計画を立てる。

気代がかかるよ。 部屋は寒いよ。
2 

!( 朝や即(1) 課題を決める。
(2) 課題ごとに，追求する計画を立 ぬれるんだ。 いる時聞が短い。
てる。

l 冬を快適に過ごすために調べたいことは何だろうか。

" 

(3) 課題について調べる。
(4) 情報交換をする。
(5) Iiわが家の冬のくら しパージ、ヨ [ 短時間で換気をする方法は何だろう。

ンアップ作戦』を立てる。
(6) Iiわが家の冬のくら しパージ、ョ [ 室内を効率よく温める方法は何だろう。

ンアップ作戦」の報告会をする。
3 自分の課題を決める。 0明るさ ・暖かい光の採り入れ方(採光)
4 課題を分類し，同じ課題の人同士 0風通し ・短時間でできる空気の入れ換え方(換気)
グループを作る。 0暖かさ ・短時間で

5 グループごとに課題を明確にし， -地球に優しい暖まり方(省エネ)
追求するための計画を立てる。

-本やインターネッ トで調べる。
-家族に取材をする。 -実験をする。

(2)追求する ・まとめる (5時間)

学習活動
6 自牙克ち百諌恵石毛ヲて追求活動
をする。

<明るさ> ノ|・ 日光が当たら
O実験例 ぐ |ない

日の当たる窓際(明るい)と音ヘ|・気温が低い。
屋の奥(暗い)との気温を測る。

<風通し> 111 ・日光が当た
O実験例 111ス

ペッ トボトルに水を入れ 111 :気温が高い。
(1)ストーブで温める。 "， 
ω冷蔵庫に入れて冷やす。
(3)常温で置いておく 。

i配置ピマfLJ?官粒J11
:r~6露角川J
| きた

活動の様子

窓際は明るさも明
るく，気温も高く暖
かさにもつながる。
カーテンを開けたり
:容を掃除したりして
光を採り入れたりす
る。

楽

JklrfMJド

JF
，し

，1、

o (1)及び(2)は結露ができた。室内
外の気温差によって結露ができる。

O 定期的に窓を開けて換気をする。

【結露のでき方を実験した図】

戸
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2 題材設定において
本題材は，自分の家庭生活に応じた課題を追求する必要があることに気付くことができ，自分の家庭生活に応じた工夫を見出すこと

ができる。また.wわが家の冬のくらしパージョンアップ作戦』という計画に向かつて取り組ませる ζ とによって，目的に応じて工夫す

ることの大切さや自分が工夫することで住まい方が変わることに気付かせることができる。

3 評価規準

評価の観点 評価規1$

関心 ・意欲 ・態度
冬という季節を快適に過ごすためにはどのような工夫があるか，手順や方法を調べて，進んで身

の回りを心地よく快適に整えようとするととができたか。

生活を工夫する力 冬を快適に過ごすために必要な条件を比較したり，自分や家族の健康と関連付けたり，自分の家

(思考力 ・判断力 ・表現力) 庭生活に置き換えたりする乙とができたか。

知識 ・理解，技能
暖かさ，風通し.明るさなどの視点から冬のくらしを快適』こするための工夫が分かり，方法を具

体化する乙とができたか。

※ア~オは，表 1Wよりよい家庭生活を生み出す基になる感覚』に基づく ※③はグ、ループへの働きかけ

うに，事前に各家庭において冬に困っているととや解決したいこ

とを調べたり家飯にインタビューしたりさせる。

O 冬を快適に過ごすための工夫が必要であることを感じさせた

り家庭生活へ生かそうという意欲を高めさせたりするために 実

際に冬の生活で生じる問題点などについて話し合わせて.冬の気

候や生活に応じた工夫ができることに気付かせる ・・ ア

O 冬を快適に過ごすための工夫を自分の家庭で実践するための

追求活動や話し合い活動がで、きるようにするために，題材全体を

通した学習計画を立てさせる。

O 主体的に学習に取り組めるようにするために，自分の家庭の住

まい方における実態などを基にして，一人一人に課題を設定させ

る。

O 住まい方について考える際，家庭生活を総合的にとらえる必要

があることに気付かせるために， 一人一人の課題そ明るさ ・風通

し・暖かさなどの観点に分類させる。

o r(l分の家庭の課題を解決できそうだ。」と「やり遂げよう。」

という感覚を持てるようにするために，グ、ループの編成に当a たっては・同じ糊毎に頬型化M ループを編成し， ω
の家庭生活の課題に応じて学習できるようにする。・・・ イ

[グループで話し合う様子]

個
→グルー
フ。

グループ

和室 ・窓
際 ・廊下な
ど課題に
合 った場
所で

O 自分の家庭生活の実態から冬の住ま

い方での問題点を見付けることができ

る。(ノート)

寒いからヒーターを使うと.1"電気代

が上がるし喉が痛くなる。」 と母は言う。

O 自分の家庭の冬の住まい方に関する

問題点に応じた課題を設定することが

できる。(ノート・ 発言)

うちはフローリ ングの部屋が多くて

座ると冷たいから，フローリ ングの部

屋で暖かく過ごすにはどのような工

夫ができるか調べよう。

O 明るさ ・風通し ・暖かさの観点から自

分の課題を解決するために，どのような

方法で追求すればいいか計画を立てる

ことができる。(ノート)

家にある床の上に置ける物を準備し

て，座った時に感じる暖かさを調べて

みよう。

O 学習したことを振り返り生活で生かせるようにするために，追求し

ながら考えた自分の家庭のことや，友達の報告を聞いて自分の生活に

生かせそうだと思ったととなど振り返りカードで自己評価させる。

O 家庭生活の工夫の仕組みが分かつたことを実感できるようにするた

めに， 実験結果を予銀させ， 実験終了後にそのがi果についての原肉を

惟測することができるようにさせる。・・ ・ウ

O 常に追求活動と家庭生活とを結び付けて考えさせるために，事前に

家庭での工夫の犠子を調べさせておく。

② 調べ方が分からないグループには， ζれまでに調べた参考例を提示

して，どのような調べ方があるのか参考にさせる。

② 追求の方向がずれないように，集めた情報を生かし切れていなし、グ

lレープには，課題を解決するために必要な情報がどこにあるのかー絡

に話し合ったり，間違ったことをまとめているグループには，結果を

させたり自分たちの課題を確認させたりする。

O 窓の位置など設計に関するととに注意が向

ないようにするために，家の住まいの中で自

たちにできる工夫について考えさせる。

O 学習の意欲を高め，実践がしやすいように

るために，なぜ冬の生活においてとの追求活

が必要であるのかその意義を問いながら活動

させる。

<子どもたちが自由に使える

ようにしておくものなど>

※明るさに関する資料

※結露に関する資料

※空気の流れに閲する

資料

など

<準{崩したもの>

※温度計

※電気ス トーブ

※湿度計

など

po 
ハU

1
よ
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0実験例
(1)窓を閉めたとき
(2)窓を一つ開けたとき
(3)同じ高さの窓を 2つ開けたとき
(4)高さの違う窓を 2つ明けたとき
の室内の温度を調べる。

1 

宣告t市1λ，l'<弓

【窓の聞け方による風の 11 短時間で空気の入れ換えができたのは.(4)(3)(2)(1)の順であった。(4)につ

通り方を表した図] 11 いては， 上の窓が室内の空気の出口となり，下の窓が室外の空気の入り口と

なっていた。

高さの違う窓を開けて短時間で換気をする。縦に長い窓を一枚開けても同

じ役目を果たす。

る。

座布団を暖かい

と感じた人数が一

番多 く， 床を|凌か

いと感じた人数が

一番少なかった。

空気を含む素材

の座布団やカーペ

ットを敷く。

(3)生活化への意欲付け (3時間)

学習活動

8 自分の家庭でどのように生かせ
るか考える。

9 着方や，食べ方などについて工
夫できることを話し合う。
-袖口や襟元から空気(熱)が逃
げないようにする。
-薄い物を重ねて着る。
・辛い物や温かい物を食べる0

.旬の野菜などを食べる。
1 0 家庭で実践する 『わが家の冬の

くらしバージョンアップ作戦」の
計画を立てる。

活動の様子

首元が聞いている服を着るときはマフラーをして熱が逃げ
ないようにしよう。

旬の野菜は安いし栄養もたっぷりなんだ。根菜類は体も温
まるみたいだから，お屈で探してみよう。

昼間はカーテン

を大きく開けて太

陽の光を採り入れ

これまでは寒くていやだったけれど，換気をすると気持ち
がよかった。

( 加湿器を使うと朝起きた時に喉が痛くなくなった。 )

エアコンの風向きを下向きにするとすぐに暖まって， 電気 、
代を節約できそう。

[暖房器具による暖まり方を実験している様子]

1 1 発表をする。

( 家族が喜んでくれた。

庁

t
n
U
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O 家庭で生かすという意欲を高めたり総合的に快適に過ごす工夫を考えたり

するととができるようにするために，追求活動の後課題別グ、ループで、追求して

分かつたことなどを発表し合う。

O 発表会に向けて，相手に工夫のよさをより深く理解してもらえるように，工

夫を見出す基になった資料を示したり，実物を示したり，グラフ化や数値化し

たものなどを活用して分かりやすく発表できるように助言する。

O 本時の学習である住まい方の工夫の具体的な追求の目的を明確にするため

に家族が快適に過ごすために冬の生活に必要な条件を確認させる。

O 冬を快適に過ごす方法を見付け出したという感覚を味わわせるために，冬の

生前で悶っていた自分の家庭における問題点を振り返らせ，調べる言|画に基づ

いて白分たちで解決できたことを賞賛する。・・・ ウ

O 自分たちの工夫を他のグ、ルーフ。の友達が実感できるようにするために， 具体

的な数値で説明したり， 実演をして発表させたりする。

O 考えを深めたり，追求したことをより共通に理解したりするために，各グ、ル

ープの発表後には質問をしたり意見交換をする時間を設ける。

O 初めて知ったととや家庭で生かしてみたいと思うことを実践計画で活用す

るととができるように，発表を聞く時にはノートにメモをしながら聞かせる。

O 追求してみて分かったことや気付いたととを他のグループと共有したり，友

i宝や向分の考えを自分の家庭生活に生かせそうだと感じたり，住まい方の工夫

について総合的にとらえられるようにしたりするために，全体で「明るさJr暖
かさJr風通し」という 3つの観点に必づいて話し合う。・・・エ

ル
囲
に

グ
を
う

体
表
。フ

よ
て

全
発

一
む
し 【各グループで追求したことを発表する授業の板書例】

全体

O 住生活関連学習が主な学習であるので，衣や食に関する学習

は，家庭で、行っている工夫を思い起こさせたり，工夫の仕方とそ

のよさについて話し合わせたりする。

O 学び取ったことを家庭で実践できるように， f冬のくらしバー

ジョンアップ作戦』の計画を立てさせる。その際.白分たちのグ

ループや友達のグループが行った実験結果をそのまま取り入れ

るだけでなく ，その結果を基に自分の家庭の実態ではどのような

工夫ができるのかよく考えさせる。・・・ オ

O 住生活に関することを学習させるために， 11冬のくらしパージ

ョンアップ作戦』の計画を立てる際は，住生活を中心に取り組ま{固

O 家庭での実践後.家族にも感怨を書いていただ

き，達成感や成就J誌を味わわせ，家族の一員とし

ての自覚を持たせる。

調1'.'1 r電岬 ・ J.~ l.1!Lj，包 囲、・.後B・L・ご宅，.サ

5・『 “ eも・ー 2 

O 今後他の観点(明るさ ・風

通し ・暖かさ)で追求活動を

行う時，自分ならどのような

方法で行うか具体的に示す

ことができる (発言・ノート)

風通しのグループが，室

内外の気温差を利用して

短時間で換気をする方法

を工夫していた。それな

ら，室内の気温による空気

の流れを利用して，エアコ

ンの風向きや暖房器具の

置き場所など部屋全体を

早 く暖める実験ができそ

うだ。

O 冬に自分の家庭で生かせ

そうなことを自分の追求活

動を通して見付けることが

できる。(発言 ・ノート)

太陽の光が入る場所は明

るく，また暖かく，暖房器

具をあまり使わなく てい

いことが，実際に視IJった照

度や気温から分かった。窓

際にはできるだけ物を置

かず，日の出後はカーテン

を聞け，自然の光を採り入

れるようにすればいい。

O 冬に自分の家庭で生かせそうな乙と

を他のグループの発表から見付けるこ

とができる。(発言 ・ノー ト)

風通しグループが，短時間で換気を

する工夫をしていた。高さのちがう窓

を聞ければいいんだな。でも，わたし

の家のリビングには高さのちがう窓

は無いから， 家にある縦に長い大きな

窓を一枚聞けると空気の出入り口に

なりそうだ。

o ["冬を快適に過ごそう」の学習を通し

て学んだことを生かして，実際に自分の

家庭で住まい方の工夫を実践すること

ができる。(ワークシー ト・発言)

ぼ、くの家は，長い時間窓を開けてお

くと赤ちゃんが風邪をひいてしまう。

そとで， 学習した換気の仕方を各部屋

で短時間ずつやると，お母さんが 「助

かるわ」と喜んでいた。

暖かくする工夫として，靴下を履い

たりカーペッ トを敷いたりしてみた

のだけれど，結果的に 「省エネにつな

がる」ことや 「電気代がかからない」

ことをお父さんが感心していた。

108 
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N 研究の成果と課題

今年度の研究の成果と課題は 以下のとおりである O

(1 成果

(1) 今年度の研究の成果

O よりよい家庭生活を生み出すという視点から学習指導を見直すために， 基になる

感覚を明らかにすることができた。

O 住生活関連学習において これまでの実態から， 住生活関連学習において，より

よい家庭生活を味わわせる必要がある感覚を洗い出し，学習内容及び指導方法を見

直すことができた。

O よりよい家庭生活を生み出すという視点から， 指導方法を見直して捉えることが

できた。

(2) 本研究の成果

O 自分の家庭生活を工夫し続ける姿を明確にし その姿に向かっていけるような学

習内容を見直したり指導方法を工夫したりすることができた。

O 学ぶ意欲をよりよい家庭生活を生み出すととらえ，それを支える感覚を明らかに

し，学習指導の見直しに生かすことができた。

O 評価活動からも家庭生活とのつながりを感じられるよう に 項目として取り入れ

ることができた。

[2 課題

O 子どもがよりよい家庭生活を生み出す力をさらに高め，学習したことを活用できる

力を身に付けるための見取り方やそれを生かした学習指導の改善が必要である D

O 新学習指導要領実施に向けて，家族の一員の自覚を工夫する楽しさや喜びにつなげ

ていけるような教育課程を見直す必要がある O
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